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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第38期

第１四半期累計期間
第39期

第１四半期累計期間
第38期

会計期間
自2018年９月21日
至2018年12月20日

自2019年９月21日
至2019年12月20日

自2018年９月21日
至2019年９月20日

売上高 （百万円） 21,227 22,281 92,146

経常利益又は経常損失（△） （百万円） 118 △15 30

四半期純利益又は四半期（当

期）純損失
（百万円） 59 △1 △3,903

持分法を適用した場合の投資利

益
（百万円） － － －

資本金 （百万円） 1,425 1,425 1,425

発行済株式総数 （千株） 8,090 8,090 8,090

純資産額 （百万円） 17,774 13,649 13,643

総資産額 （百万円） 39,866 40,445 40,544

１株当たり四半期純利益又は１

株当たり四半期（当期）純損失
（円） 7.38 △0.19 △482.69

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 20.00

自己資本比率 （％） 44.6 33.7 33.7

　（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につ

いては、記載しておりません。

　　　　２. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３. 持分法を適用した場合の投資利益は、関連会社がないため、記載しておりません。

４. 第38期第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないた

め、記載しておりません。第38期および第39期第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益については、１株当たり四半期（当期）純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載し

ておりません。

２【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

（1）経営成績の状況

　当第１四半期累計期間における我が国の経済は、雇用・所得環境の改善が続く中で、穏やかな景気回復基調が続く

ことが期待されるものの、米中貿易摩擦や英国のＥＵ離脱をはじめとする国際情勢の不安定さから先行き不透明な状

況が続いております。

　小売業界におきましては、消費者の節約志向が依然として続く中、消費増税前の駆け込み需要があったものの、増

税後の反動や業界の垣根を越えた競争の激化、困難な状況が続く人材の確保、原材料価格や物流コストの値上げ等、

厳しい状況が続いております。

　このような状況のもと、当社では中長期経営方針である「スーパーセンター業態の社会的認知の実現」を遂行する

と同時に、収益改善を最重要課題として「売上高回復策」「粗利改善策」「経費削減策」の３つの施策に積極的に取

り組んでおります。

　当第１四半期累計期間においては、「売上高回復策」として、競合との差別化を図るべくプライベートブランド商

品の開発を強化しております。本部組織改革により専門部署を創設し、ファッションを中心としたプライベートブラ

ンド「太郎と花子」を立ち上げ、販売を開始いたしました。現在、他部門のプライベートブランド商品開発もすすめ

ております。「粗利改善策」といたしましては、商品構成の見直しや、バイヤーの交渉力強化を継続して行なってお

ります。「経費削減策」といたしましては、各種経費の徹底的な見直しを行なっております。

　以上の結果、当第１四半期累計期間における経営成績は、売上高が22,281百万円（前年同四半期比5.0％増)、売上

総利益は4,491百万円（前年同四半期比7.3％増）となりました。一方、営業損失は63百万円（前年同四半期は営業利

益74百万円）、経常損失は15百万円（前年同四半期は経常利益118百万円）及び四半期純損失は1百万円（前年同四半

期は四半期純利益59百万円）となりました。

 

（2）財政状態の分析

（資産）

　当第１四半期会計期間末における資産は、前事業年度末に比べ99百万円減少し、40,445百万円となりました。これ

は主に現金及び預金が110百万円減少したことによるものであります。

（負債）

　当第１四半期会計期間末における負債は、前事業年度末に比べ104百万円減少し、26,796百万円となりました。こ

れは主に長期借入金が73百万円減少したことによるものであります。

（純資産）

　当第１四半期会計期間末における純資産は、前事業年度末に比べ5百万円増加し、13,649百万円となりました。

 

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

 当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（4）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 23,120,000

計 23,120,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2019年12月20日）

提出日現在発行数（株）
（2020年２月３日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,090,000 8,090,000
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 8,090,000 8,090,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　　　　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　　　　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

2019年９月21日～

2019年12月20日
－ 8,090,000 － 1,425 － 1,585

 

（５）【大株主の状況】

　　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(2019年９月20日)に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

    2019年12月20日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 5,200 － 単元株式数100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 8,081,500 80,815 同上

単元未満株式 普通株式 3,300 － －

発行済株式総数  8,090,000 － －

総株主の議決権  － 80,815 －

 

②【自己株式等】

    2019年12月20日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

株式会社ＰＬＡＮＴ
福井県坂井市坂井町

下新庄15号８番地の１
5,200 － 5,200 0.06

計 － 5,200 － 5,200 0.06

（注）当社の取締役に対し譲渡制限付株式報酬として割り当てた普通株式の一部を無償取得したことにより、当第１四半

期会計期間末日現在の自己株式は56,245株となっております。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（2019年９月21日から2019年12

月20日まで）及び第１四半期累計期間（2019年９月21日から2019年12月20日まで）に係る四半期財務諸表について、

有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

　当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前事業年度

(2019年９月20日)
当第１四半期会計期間
(2019年12月20日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,674 5,564

売掛金 976 804

商品 8,285 8,868

その他 1,461 588

流動資産合計 16,398 15,826

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 9,977 9,838

土地 5,327 5,327

その他（純額） 3,806 4,478

有形固定資産合計 19,111 19,644

無形固定資産 1,338 1,330

投資その他の資産 3,696 3,643

固定資産合計 24,146 24,619

資産合計 40,544 40,445

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 6,489 6,514

電子記録債務 964 1,143

1年内返済予定の長期借入金 392 392

未払法人税等 48 41

賞与引当金 439 152

その他 2,420 2,642

流動負債合計 10,756 10,887

固定負債   

長期借入金 9,407 9,334

退職給付引当金 1,513 1,530

資産除去債務 3,058 3,070

その他 2,165 1,974

固定負債合計 16,144 15,908

負債合計 26,900 26,796

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,425 1,425

資本剰余金 1,585 1,585

利益剰余金 10,648 10,647

自己株式 △0 △0

株主資本合計 13,659 13,658

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △15 △8

評価・換算差額等合計 △15 △8

純資産合計 13,643 13,649

負債純資産合計 40,544 40,445
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（２）【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期累計期間
(自　2018年９月21日
　至　2018年12月20日)

当第１四半期累計期間
(自　2019年９月21日
　至　2019年12月20日)

売上高 21,227 22,281

売上原価 17,043 17,790

売上総利益 4,184 4,491

販売費及び一般管理費 4,110 4,555

営業利益又は営業損失（△） 74 △63

営業外収益   

受取手数料 32 32

助成金収入 26 24

その他 16 27

営業外収益合計 75 84

営業外費用   

支払利息 15 27

その他 16 9

営業外費用合計 31 36

経常利益又は経常損失（△） 118 △15

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 118 △15

法人税、住民税及び事業税 12 13

法人税等調整額 46 △27

法人税等合計 58 △13

四半期純利益又は四半期純損失（△） 59 △1
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【注記事項】

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自 2018年９月21日
至 2018年12月20日）

当第１四半期累計期間
（自 2019年９月21日
至 2019年12月20日）

減価償却費 247百万円 300百万円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　2018年９月21日　至　2018年12月20日）

　配当金支払額

 
（決議）

 
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年10月31日

取締役会
普通株式 161 20  2018年９月20日  2018年12月20日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　2019年９月21日　至　2019年12月20日）

　配当金支払額

　該当事項はありません。

 

（持分法損益等）

当社は、関連会社がないため、該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社は、小売業という単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自　2018年９月21日
至　2018年12月20日）

当第１四半期累計期間
（自　2019年９月21日
至　2019年12月20日）

   １株当たり四半期純利益又は１株当たり

　　四半期純損失（△）
7円38銭 △0円19銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益又は四半期純損失（△）（百万

円）
59 △1

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（百万円）
59 △1

普通株式の期中平均株式数（千株） 8,089 8,083

　（注）前第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため

記載しておりません。当期第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１

株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

   2020年２月３日

株式会社ＰＬＡＮＴ  

 取締役会　御中  

 

 有限責任監査法人トーマツ 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 加藤　博久　印  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 髙村　藤貴　印  

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＰＬＡ

ＮＴの2019年９月21日から2020年９月20日までの第39期事業年度の第１四半期会計期間（2019年９月21日から2019年12月

20日まで）及び第１四半期累計期間（2019年９月21日から2019年12月20日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半

期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＰＬＡＮＴの2019年12月20日現在の財政状態及び同日をもって終了す

る第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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